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に於 け る演説

這 船 協 会 々 長 丹 朋 周． 夫

　　造船協会第 57 期年度運常総会を開催す る に豊りま して ，茲 に 会員諸看 に お 目に かかります事は 私 の 誠に欣快

　に存ずる処で あ ります。

　　造船工 業は我国最重要 の 基幹産業で あ る事は 申す まで もあ pませ ん が，最近 の 我国潭船業 の 建造船舶 の 量の 推

移 を見 ます と ， 昭和 24年に 於け る起 エ 39万総噸か ら漸次上昇致 しまし て ，昭和 27年の 起工 64万総噸を 最高と

　し昨 ， 昭和 28年は 48万 総噸の起 エ を し ま した が本年は第十次船 の 決定遅延と，上半期の 輸出船契約 不振の為め
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

，先月末迄 の 起工 量 は 13万噸位で ある と 患い ます。

　　然し乍 ら最近第十次計 画造船も決定し，此 の 月 に 入 り殆 ん ど全部が 起工 され ますの で 之に よ り 15 万 5 千総噸
・

を加え．ます。更に ，本年初夏 の 頃か ら輸 出船の 契約は急に活発 に なり， 只今迄 に契約済の もの は 合計 584，500 重 ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
量噸 に 上 っ てお ります。猶 との 他 に も非常 に 有望視され る輸出船 は 少 くとも 226，000DW 噸余 りあ ります。

　 若 し之等 が 全部契継 れ ます と 輸出船だ けで 890
・
000DW 噸位 に 達鍋 の で 劾 ま し て ・我国造鰈 界 の 為め

誠 に 慶賀 に 堪えない 次第で あ ります 。

　 吾が 国 の 造船能力は 主 と して 現有労働能力か ら見 ま して約 60 万総噸 で あ りますが ，造船業 の 特徴 と致 し ま し

て 牽註 が中々 に time工y に 行 か な い 為め ，年間 工 事量が平均化 しな い 事で あ ります。加 之甲内船 の 建造 は現在 の

海運界 の 不況 と 金融難 との 為醐
．
ど うし て も所謂計画造船に た よ らなけれ ばな りませ ん の で

， 此 の 受註 の 平均化

は 中々 に 望み 難 い の で あ ります。　　 ．　　　　　　　
’

　 又 国内経済惰勢の 為や計 画 造船 の 工 事量 もせ い ぜ い 年間 20 万 総噸内外し か 望め ない 今 日 ， 吾 々 は 何 うして も

輸 出船 の 受誰 に 力を 注 ぐ以 外ドな い の で あ ります。

　 然 るに 吾が 国の 船価は特別 の 助成措置或は 対物価政策 を 講 じな い 限 リジ 欧洲各国 の それ に 比 し高い の で あ りま
1

す
t。　　　　　　　 、　　　 、　　　　　　　　　　　　　　　

一

　船価低溝mi　−ee｝・丁色 々 の 要素を 含 ん で お りますが ， 船価 の 約 6 割塚上 を 占め る 購入 品 及び素材 の 価努，特 に 主 要

材料た る鋼材 の 価格が例えば 英国 の 三 に対 し我国は 五 の 割合で 高い の で あ ります 。 其の 他 の 船舶構成品，即ち船

体 以外の主機批 補助機械等 も鉄錢を主要材料とす るもの が多く， 我国鉄鋼等の 金属材料の 価格 の 高い こ と は，

我国造船業に 取 つ て 根本的 の 問題 で あ りますが，之の 解決は 独 り造船業関係者 の み め よ ぐす る処 で は あ りま せ ん 。

　 亠

方我国造船業界 の挨術的水準 と言 う点 に 於ぎ ま して は 私は 今 日依然 ど し て 世界 の 水準以下で は ない と権信す

る もの で あ ります。特に船体の 電気溶接構造 の 取入 れ ，推進抵抗の 実験研究に よ る改善 ， 船体強度或 は動揺 の 実

舶 実験，等 々 の 貴重な る研究が着々 成果を 挙げつ つ あ る事は ， 世界各国 に伍し我国の 誇 と す る処 で あ ります。
』

　．又 造機関係に 於き ま し て。も優秀な る機関の 独創 ， 各種機械の 製造加工 設備の 改善近代化或は 各種機械 の 性能 の

．基本的実験等が着 々 行おれ つ つ あ る事も，
．
諷 こ心 を絵くす る次第であ りま す 。 然 し乍ら比較的中小企業 に よ り製

作され つ つ ある補機類・或は 小部分品 等 に於て 依然間々 苦情を 聞く事 の あ る事を遺磚に 存ずる次 第 で あ り ま レ
』
て ，・関連産業製品の 品質 向上は 我国造船界の 急務 で あ ります。　 、

　兎 も角前述の 通 り我国造船技術 は概ね世界ρ水準を行くもの と して ， 意 を 強 くす るも の で あ りま すが ，之 に は

我 国学界及び業界 の 諸先輩 の た ゆ ま ざ る 研究励学 と 我国業界諸先輩 の 有効適切 な る企業努力 との 賜物 と ， 深 く敬

意 を 表す る 次第 で あ りま すが ． 又現代 を 担 う吾々 学界及び 業界の 現役 は ，

一
層奮励努力以 て 益 々 我 国 造船事業の

発展を期せ なければならぬ と思 い ます。此の意味 に 於きま して今総会 に 伴 う講演会 に 於け る 幾多 の 優秀 な る論文

の 発表 に多くの 期待を持 ち，之等の 著者並びに 多数 の 聴講者諸…副 こ敬意を表す る次第で あ り袁す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 29．／1．6．（以上）
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